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生 活 科 学 習 指 導 案
平成２０年６月４日（水）第２校時

１年１組 （１７名）
授業の視点

形や大きさなど生長の仕方についての視点を持ってあさがおを観察したことは、あさ
がおの生長の様子に気付き、生長への思いや願いを深めるために効果的であったか。

Ⅰ 単元名 そだてよう さかせよう１

Ⅱ 考察
１ 児童の実態 （略）

２ 教材観 （略）

３ 教材の系統 （略）

４ 校内研修とのかかわり
生活科では昨年度から、校内研修の「考える力を育てる」手立てとして、体験活動で得

た気付きを振り返り、考えを交流する活動を意図的に取り入れ、気付きを高める授業改善
に取り組んできた。

本単元では、植物の栽培、特に一人一鉢のあさがおの栽培を取り上げる。今までにも栽
培の経験を持っている児童が多いが、自分の手で種から育て、継続的な世話や観察をしな
がら花を咲かせるといった経験をもっている児童は少ない。このような児童に、観察とい
うあさがおを一人一人がじっくりと見つめる場を設定し、世話の仕方を工夫をしていくよ
うな活動を取り入れれば、その中で生き物の不思議さやおもしろさを実感し、科学的な見
方や考え方の基礎を培うことができると考える。振り返りの場を生かすことにより、友だ
ちの活動を参考にしたり、自分の活動の良さをを確認したりするなど、新たな気付きを見
出したり問題解決的な学び合いの学習ができ、児童一人一人が、生き物との適切なかかわ
り方を考える学習活動につなげることができるものと考える。

５ 指導方針及び学習活動の支援
・花の種や花の写真、栽培に関する本を教室に置いておくことにより、栽培活動に関す

る興味や関心が持続するようにしたい。
・自分のあさがおに名前をつけ、マイあさがおとして責任を持って長期的な世話や観察

ができるようにしたい
・１０日に１度程度、朝の会や帰りの会で２～３人ずつ順番であさがおの生長を発表す

る機会を設け、栽培への意欲が長続きするようにしたい。
・ 花が咲いたら○○したい 」と一人一人に思いをもたせながら活動をすすめ、興味「 。

関心を継続させたまま 「そだてよう さかせよう２」につなげていきたい。、
・植物の生長で大きな変化があったときに観察カードをかかせ、後の振り返りで活用し

たい。
・観察したことの記録は、絵や文などで自由に表現させるが、文がうまく書けない児童

については教師が支援を行い、児童の満足がいく表現ができるようにしたい。
・五感を使うとより良い観察ができることを確認し、知的な気付きができるようにして

いきたい。
・観察をする際には、形・数・大きさ・長さ・色などの視点をもたせることで、植物の

生長や変化への気づきを深めていきたい
・植物の成長に適した環境作りを、自分の生活に置き換えて考えさせるようにすること

で、具体的な世話の仕方を工夫させていきたい。
・発芽したり、開花したことをみんなで喜ぶことで、植物への思いを深めさせるように

していきたい。
・観察カードを振り返ることで、それまでの活動のがんばりと自分自身のよさに気づか

せていきたい。
・あさがおの成長の喜びと自分自身の成長を重ね合わせ、生命の大切さを感じさせてい

きたい。
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・ペットボトルじょうろに絵を描く（図工科 、成長の様子や気持ちを文に書く（国語）
科 「自然愛と動植物愛護 「感動と畏敬」の価値の主題設定（道徳）などにより、）、 」
他教科・領域と関連させて学習を進めていきたい。

Ⅲ 単元の目標、評価基準 と 評価計画（１０時間予定：本時はその７時間目）
評価項目の下線部（ ）は、十分満足できる状況を表す。

評 価 規 準
単 元 の 目 標 関心・意欲・態度 思考・表現 気づき

・自分で育ててみたい植物を ・植物の変化や成長の様子に ・植物の変化や成長の様子・植物を育て、それらの
決め、成長を楽しみながら、 合わせて水や肥料など世話の に気付くとともに、適切な変化や成長の様子に関心
親しみをもって進んで世話を 仕方を考えながら適切にかか 世話をすることで植物も自をもち、親しみをもって
しようとして いる。 わったり、成長の様子や成長 分と同じように成長してい大切に世話をすることが

への喜びなどを表現したりす くことや、世話をした植物できる。
ることができる 、 が成長することの喜びや楽。

しさに気付いている。

時 評価項目 主な支援小単 評価の観点

学 習 活 動 間 関 思 気 （評価方法）元名
・花の種類にあった・いろいろな花の ○ ○花に関心を抱き、自分が育て
種のまき方を知らせ種を観察し、育て ることを考えて意欲的に植え方
る。たい花を決め、種 １ や育て方を調べたりしている。
・いろいろな花の種のま き方を調 べ （行動観察・観察カード）
や写真を用意し、栽た る。
培活動への意欲付けね
を行うま
・全員の同時期の発き ・あさがおの種ま ○ ○適切な種のまき方や土作りが

、を きをする。 大切であることを考えて、自分 芽が可能になるよう

市販の栽培セットをし １ で確かめながらまいている。
用意しておく。よ （行動観察）
・五感を使うとよりう ・種まきの様子を ○ ○種まきをしながら気付いたこ
良い観察ができるこ観察カードに記録 １ とをたくさん絵などで表したり。

する。 教師に話したりしている。 。とを確認する

（観察カード、発言）
・事前に学級園を耕業前活動 （木曜日の登校時～始業）
しておく。学級園へのあさがお以外の花の種まき。
・自分から進んで高が ・利根実業高校の ○ ○いろいろな植物に関心を寄

、っ 生徒との交流を通 せ、成長したときの様子を楽し 校生とかかわったり

苗の植え方を教えてき して、苗の植え方 １ みにしたり植え方の手順を気に
もらおうとする意識ゅ を知る。 したりしながら話を聞いてい
を持たせる。う る。

え （行動観察、つぶやき）
・安全にも留意させん ・学級園にサツマ １ ○ ○自分の鉢に種をまいたことを
ながら活動を行えるの イモ の苗を植 え 思い出し、種ををまいた経験を
ようにする。な る。 生かしたり自分なりに工夫した

え りして苗を植えている。
う （行動観察）
え

・発芽した喜びを記・発芽したあさが ○ ○植物の成長に関心をもち、植
録させることで、今おの様子を観察す １ 物への愛着を表しながら進んで
後の活動の意欲付ける。 観察したり世話したりしてい
をはかるま る （観察カード、行動観察）。
・形・数・大きさ・い ・生長してきたあ １ ○ ○植物に生命があることや生長
長さ・色などの視点に さがおの様子を観 していること、生長に合わせた
をもたせて観察させち 察する。 適切な世話の仕方があることに
ることで、植物の生せ 気付いている。本
長や変化への気づきわ （観察カード、発言）時
を深めていきたい。を
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し
・あさがおの生長だよ ・つぼみのついた １ ○ ○植物の成長に合わせた世話を
けでなく、世話の仕う あさがおの様子を するとともに、植物の変化や成
方なども表現できる観察する。 長の様子、世話の仕方などを話
よう声かけを行う。したり観察カードに表現したり

できる （観察カード、発言）。
・毎日継続して世話が行業前活動 （登校時～始業、休み時間）
えるよう、朝の会や帰り水やり、追肥、支柱立てなどの世話、
の会で声かけを行う。学級園の草むしりなどを行う。
・五感をはたらかせた ・花 の観察を す ○ ○開花の様子を絵や文で表すこ
て記録できるようにく る。 となどによって、花の咲き方や
する。さ 花のつくり 自分が育てた花と、 、
・友だちの記録と比ん １ 友だちの花や他の花との違いな
較することにより、は どに気付いている。
違いに気付いていけな （観察カード、発言）
るようにする。を
・知っていることをさ ・大きくなった花 ○ ○これからどんな世話をしてい
発表させたり、本でか の世話のしかたを けばよいか、いろいろ考えるこ
調べさせたりする。せ 考える。 １ とができる。

よ （発言）
う
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Ⅳ 本時の学習
１ 目標 形や大きさなど生長の仕方についての視点をもってあさがおを観察すること

で、あさがおの成長の様子に気付き、生長への思いや願いを深めることがで
きる。

２ 準備 教師：あさがおの生長を記録した写真、前時の児童の観察カード、
新しい観察カード

児童：自分のあさがおの植木鉢
３ 展開 評価項目の下線（ ）は十分満足を表す。

学習活動 時 支援及び指導上の留意点 評価項目・方法
間

１．生長する順にあさがおの ・発芽前、発芽直後、双葉が開いた
写真を並び替え、生長の様 頃、本葉が生えてきた頃の写真を
子について話し合う。 生長の順番に並べさせ、なぜその

順番に並べたのかを問うことで、
視点（形、大きさ、数、くきの長
さ、色等）をもって観察すること10

分 を意識できるようにする。
・前時までの子どもたちの一生懸命

観察する姿や、丁寧な観察カード
の記述、あさがおを大切にして水
やりする姿を紹介することで、望
ましい観察の仕方やあさがおとの
かかわり方を意識できるようにす
る。

２．あさがおの観察をする。 ・自分のあさがおの鉢を観察して気
付いたことを、絵や文で自由に表

◇ 現させる。予想される児童の反応例

・文で表現したくてもうまく書けな①本葉と双葉の形を区別してかいて

い児童については、教師が代筆しいる。

、 。②葉の大きさの違いを区別してかい てやるなど 表現の手助けをする
・前時に比べて、観察の視点が増えている。

たかどうかに配慮する。③葉の数を意識しながらかいてい

・五感を使って観察するように促する。

・生長や変化の様子から、どんな世④茎の長さを意識しながらかいてい

話をしていったら良いのか考えてる。

いけるよう声かけをする。⑤葉や茎の色を意識しながらかいて

（声かけ例）いる。 25
分 ・ なんだか、茎が長すぎてぐ⑥生長の順序を意識しながらかいて 「

らぐらするね 」いる。 。
「 、⑦観察したことから、自分なりの問 ・ 植木鉢に葉っぱが多すぎて
満員になっちゃたね 」題意識を持つことができている。 。

・ 大きくなったけど、あさが⑧観察したことから、世話のしかた 「
おの栄養は足りてるかな 」を考えることができる。 。

気付き予想される児童の姿 支援例

○植物に生命がＣ１：何をかいて良いのかわからな Ｃ１：友だちの観察の様子を参考にさせる。

あることや生長い。

していること、Ｃ２：生長や変化に気付かない。 Ｃ２：観察の視点を再度示唆する。

生長に合わせたＣ３：絵が苦手でうまく表現できな Ｃ３：言葉 文章 による表現を支援する（ ） 。

適切な世話の仕い。

方があることに
３．本時の学習を振り返る。 気付いている。・本時の学習を振り返り、今日気付いた

（観察カード、発言）こと 感じたことの大切さを強調する、 。

、10 ・あさがおの気持ちを想像させることで

あさがおへの愛着を高めるとともに、分
あさがおの観察や世話への意欲を高め

るようにする。
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